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あおぞら

  

成
人
式
に
思
う

　

息
子
が
成
人
式
を
迎

え
、
晴
れ
て
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
。

　

小
学
４
年
生
の
10
歳

の
時
に
１／２
成
人
式
を
し

て
か
ら
10
年
。
み
ん
な

立
派
な
青
年
と
な
り
、
自
立
し

て
頑
張
っ
て
い
る
。

　

う
ち
は
自
営
な
の
で
、
本
人

も
後
を
継
ぐ
つ
も
り
で
、
現
在

は
県
外
の
大
学
で
経
営
学
を
勉

強
し
て
い
る
。
親
と
し
て
は
、

嬉
し
い
反
面
不
安
も
あ
る
。
こ

れ
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い

て
は
、
今
の
時
代
生
き
残
れ
な

い
。
先
代
が
築
き
あ
げ
残
し
て

く
れ
た
も
の
を
守
り
、
更
に
発

展
さ
せ
て
行
く
た
め
に
は
、
創

意
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

私
も
、
こ
れ
ま
で
は
父
親
の

威
厳
を
発
揮
し
、
昔
の
考
え
方

を
押
し
付
け
説
教
し
て
き
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

若
者
の
柔
軟
性
を
尊
重
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
物
事
を

と
ら
え
、
目
先
の
事
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
全
体
を
見
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　

一
方
で
、
カ
エ
ル
の
子
は
カ

エ
ル
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざが
一
瞬
頭
を
よ

ぎ
っ
た
。

（
が
ん
こ
お
や
じ
）

バ
ラ
公
園
を
支
え
る
み
な
さ
ん

　

バ
ラ
の
管
理
は
、
畔
上
二ふ

三み

男お

さ
ん
を
中
心
と

し
た
10
名
程
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
の
手
入
れ
は
、
専
門
的
な
知
識
と
、
根
気

が
必
要
で
す
。
休
憩
時
間
を
惜
し
み
、
バ
ラ
ま
つ

り
期
間
中
は
、
作
業
時
間
を
ず
ら
し
、
朝
や
夕
方

に
散
水
、
手
入
れ
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

畔
上
さ
ん
は
以
前
に
小
学
校
で
、
バ
ラ
の
育
て

方
の
授
業
を
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
中
野
立
志
館

高
校
の
生
徒
が
農
作
業
体
験
実
習
の
授
業
で
、
挿さ

し
木
や
花
の
植
栽
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ
か
ら
学
ん
で

い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
達
に
は
、
植
物
を
育
て
る
こ
と
を
通

し
て
、
生
命
の
大
切
さ
、
植
物
が
成
長
す
る
喜
び

を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
育
っ
て
欲
し
い
」
と
ス
タ

ッ
フ
全
員
が
願
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
皆
さ
ん
に
感
謝

し
、
最
初
に
バ
ラ
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
黒
岩
喜き

久く

雄お

さ
ん
の
情
熱
の
バ
ラ
が
、
市
民
の
心
に
い
つ
ま

で
も
咲
き
ま
す
よ
う
に
。

心のバラよ いつまでも

咲き誇るバラを囲んで

公
民
館
レ
ポ
ー
ト
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６
月
６
日
（
木
）、
保
護
司
で
前
長

野
市
立
若
槻
公
民
館
長
の
土
屋
良
和
先

生
を
講
師
に
、「
笑
顔
に
優
る
化
粧
な

し
」
の
演
題
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
初
に
、
土
屋
先
生
の
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
の
演
奏
で
、
滝
廉
太
郎
作
曲
の

「
花
」
を
会
場
の
皆
さ
ん
で
大
合
唱
し

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
今
の
高
齢
者
が
家
族
な

ど
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
の
暴
行
や
傷
害
に
よ
る
摘
発

が
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
取

り
上
げ
、
高
齢
社
会
が
抱
え
る
問
題
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
司
の
立
場
か
ら
俳
句
や

先
人
の
教
え
を
通
し
て
「
自
分
は
こ
う

考
え
る
が
、
人
は
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
。

今
、
目
の
前
に
い
る
人
を
ど
れ
だ
け
大

事
に
し
て
い
る
か
」
と
述
べ
、
学
校
教

育
、
人
権
同
和
教
育
、
社
会
教
育
に
長

年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
か
ら
貴
重

な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
部
公
民
館
で
は
、
未
就
園
児
と
そ

の
お
母
さ
ん
の
た
め
の
講
座
と
し
て

「
母
と
子
の
す
く
の
び
学
級
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

　

１
回
目
は
、
5
月
20
日
（
月
）
に
、

「
音
楽
と
楽
し
く
遊
ぼ
う
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

を
行
な
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ

て
歌
っ
た
り
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
し
な
が

ら
音
楽
と
親
し
み
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

5
月
27
日（
月
）に
行
な
っ
た
「
や
さ
し

い
ダ
ン
ス
で
遊
ぼ
う
」
で
は
音
楽
に
合

わ
せ
て
踊
っ
た
り
動
物
の
マ
ネ
な
ど
を

し
て
、
親
子
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
す
く
の
び
学
級
」
で
は
他
に
も
、

音
楽
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
や
お
や
つ
づ

く
り
教
室
、
完
全
託
児
で
の
マ
マ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
途
中

か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

西
部
公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

親
子
体
験
教
室「
あ
る
あ
る
探
検
隊
」

は
、
里
山
で
の
自
然
観
察
や
農
作
業
体

験
な
ど
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
里
の
生
活

を
親
子
20
組
が
お
よ
そ
１
年
間
を
通
し

て
体
験
す
る
講
座
で
す
。

　

自
然
観
察
で
は
講
師
と
一
緒
に
、
壁

田
城じ

ょ
う

址し

で
野
鳥
と
植
物
の
観
察
や
志
賀

高
原
な
ど
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

農
業
体
験
で
は
、
赤
岩
Ｍ
21
の
皆
さ
ん

の
指
導
で
田
植
え
、
稲
刈
り
、
は
ぜ
掛

け
、
稲
こ
き
を
し
、
農
家
の
年
中
行
事

で
あ
る
笹
も
ち
づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
、

干
し
柿
づ
く
り
、
や
し
ょ
う
ま
づ
く
り

を
行
な
い
ま
す
。
手
植
え
に
よ
る
田
植

え
や
、
千せ

ん

歯ば

こ
き
、
唐と

う

箕み

を
使
っ
た
昔

な
が
ら
の
農
作
業
も
体
験
し
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
か
ら
は
、「
花

の
蜜
が
甘
か
っ
た
」「
田
ん
ぼ
は
、
ぐ

に
ゃ
ぐ
に
ゃ
、
ど
ろ
ど
ろ
」
と
い
う
体

験
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
立
っ
て
体
を
動
か
せ
な
い
の
に
申
し

込
ん
じ
ゃ
っ
た
け
ど
、
良
か
っ
た
で
す

か
？　

歌
を
聴
き
た
か
っ
た
の
で
…
」

「
う
れ
し
い
で
す
！　

椅
子
も
用
意
し

て
あ
る
の
で
、
大
丈
夫
で
す
よ
」

　

こ
れ
は
、
６
月
10
日
（
月
）
に
行
わ

れ
た
「
音
楽
で
脳
が
イ
キ
！
イ
キ
！
」

に
、
杖
を
つ
い
て
参
加
さ
れ
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
職
員
の
会
話
の
一
コ
マ
で
す
。

　

講
師
に
山
崎
み
や
子
先
生
を
お
迎
え

し
、
手
足
を
動
か
し
な
が
ら
、
簡
単
な

楽
器
も
使
っ
て
、
懐
か
し
い
曲
を
何
曲

も
歌
い
ま
し
た
。
自
然
に
笑
い
声
が
溢あ

ふ

れ
出
る
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
帰
り
ぎ
わ
に
、
先
ほ
ど
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
「
来
て
よ
か
っ
た
。
ほ
ん

と
、
楽
し
か
っ
た
」
と
、
笑
顔
で
一
言
。

　

ど
な
た
に
と
っ
て
も
楽
し
く
、
元
気

の
出
る
講
座
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
次

回
は
、
11
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤

農作業体験

公 民 館 レ ポ ー ト特
集

豊
田
公
民
館

◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤

◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤◢◤

里
の
生
活
を
体
験

親
子
で
楽
し
も
う

す
く
の
び
学
級

音楽と楽しく遊ぼうリトミック

シ
ニ
ア
大
学

「ふるさと」を大きな声で

笑顔・笑い声がたくさん

音
楽
で

脳
が
イ
キ
！
イ
キ
！
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中
野
市
西
条
区
の
「
一
組
」
と
い
う
地
区
は
、

通
常
「
西
間
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
集
落
の
北

側
を
通
る
道
端
に
「
西
間
神
社
舊き

ゅ
う
せ
き跡

」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
初
期
の
元げ

ん

和な

六
年

（
一
六
二
〇
）、
間
山
村
庄
屋
勘か

ん

右う

衛え

門も
ん

は
、
時
の
領
主
福
島
正
則
に
「
子
ど
も
が

五
人
い
て
田で

ん

地ち

が
足
り
な
い
の
で
、
西
条
村
の

荒
地
を
開
墾
し
て
一
つ
の
村
を
つ
く
ら
せ
て
も

ら
い
た
い
」
と
願
い
出
た
。
十
二
月
、
正
則
は

勘
右
衛
門
に
「
精
を
出
し
て
開
墾
せ
よ
。
三
か

年
年
貢
を
免
除
す
る
」
と
新
田
開
発
免
許
状
を

与
え
た
。

　

さ
っ
そ
く
翌
七
年
春
か
ら
、
勘
右
衛
門
は
子

の
市
兵
衛
を
頭
に
、
十
七
人
ほ
ど
の
人
足
を
遣つ

か

わ
し
て
開
墾
開
始
。
ま
ず
、
第
一
に
着
手
し
た

の
は
、
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神
の
場
所
の
選
定
と
整
地
で
あ
っ

た
。
母ぼ

　
そ
ん村
間
山
の
諏
訪
明
神
（
当
時
間
山
村
の

産
土
神
）
を
勧か

ん
じ
ょ
う請

し
て
、「
西
条
新
田
村
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
市
兵
衛
（
白
鳥
）
を
は
じ
め

住
み
付
い
た
者
九
人
。
約
束
の
三
か
年
が
過
ぎ
、

努
力
が
実
っ
て
八
四
石
の
村
と
な
り
、
寛
永
元

年
初
の
年
貢
を
納
め
て
い
る
。

　

延え
ん
ぽ
う宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
検
地
の
際
、
西

条
陣
屋
代
官
の
勧
め
に
よ
り
、
西
条
村
・
間
山

村
の
縁
に
ち
な
ん
で
「
西
間
村
」
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
敏
明
）

　

西
条
区
は
、
信
州
中
野
駅
南
に
位
置
し
、
世

帯
数
は
830
戸
の
区
で
あ
り
ま
す
。

　

西
条
分
館
は
、
分
館
長
、
主
事
、

会
計
の
３
役
の
他
24
名
の
役
員
が
、

総
務
部
、
社
会
部
、
体
育
部
、
産

業
文
化
部
に
所
属
し
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
分
館
報
の

発
行
（
年
３
回
）、
４
月
に
中
野

消
防
署
の
協
力
で
防
災
講
習
会

（
火
災
・
地
震
に
お
け
る
初
期
行
動
に
つ
い
て
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

又
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
は
積
雪
の
為
中
止
と
な
り
、
急
き
ょ
室
内
ゲ

ー
ム
に
切
り
替
え
て
、
区
民
会
館
内
で
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
と
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
で
、
お

年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
の
世
代
間
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

５
月
に
区
民
運
動
会
を
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場

（
人
工
芝
）
で
、
晴
天
の
も
と
人
工
芝
の
感
触

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ド
リ
ブ
ル
リ
レ
ー
、
マ
レ

ッ
ト
ニ
ア
ピ
ン
ゲ
ー
ム
、
絆
リ
レ
ー
、
キ
ッ
ク

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ム
カ
デ
リ
レ
ー
、
リ
レ
ー
の
種
目

を
番
組
対
抗
で
行
い
300
名
程
の
区
民
の
皆
様
の

参
加
を
い
た
だ
き
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
に
人
権
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、
７
月

に
市
民
祭
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
に
参
加
、
９
月

に
敬
老
会
の
開
催
、
10
月
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
の
開
催
、
11
月
に
文
化
展
の
開
催
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
分
館
活
動
に
お
い
て
、
マ
ン
ネ
リ
化

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

企
画
実
行
し
て
区
民
の
皆
様
の
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
区
民
の
皆
様
に
は
、
積
極
的
に
分
館
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
西
条
分
館
長　
　

関
憲
一
郎
）

西 条 分 館西
間
神
社
舊き

ゅ
う

跡せ
き

の
こ
と

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

西間神社舊跡

　

６
月
２
日
（
日
）
科
野
地
区
分

館
協
議
会
主
催
の
高
社
山
登
山
に

参
加
し
ま
し
た
。
赤
岩
公
民
館
か

ら
山
頂
ま
で
往
復
８
㎞
の
コ
ー
ス

で
す
。
参
加
者
は
、
約
60
名
。
当

日
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
平
岡
地
区

育
成
会
の
登
山
と
重
な
り
、
山
道

は
、
普
段
に
な
い
賑
わ
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　

休
憩
の
話
題
は
、「
高
社
山
は
、

標
高
が
１
，
３
５
１
ｍ
す
べ
て
奇

数
な
の
で
覚
え
や
す
い
」「
距
離

が
あ
り
き
つ
い
」
な
ど
…
。

　

山
頂
に
立
つ
と
、
す
べ
て
を
忘

れ
す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

髙
たかもり

杜神社本
ほんみや

宮（薬
やく

師
し

窟
くつ

）

第
37
回
　
高
社
山
登
山高社山山頂
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講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

講　座　名 日　　時 場  所 講　師 備　　　考

中
　
央
　
公
　
民
　
館

おやこの
楽しい食育教室

7月30日㈫
午前10時～午後1時 中央公民館

中野市食生活改
善推進協議会の
みなさん

＜定員＞ 36 名
＜対象＞親子（子どもは小学生）
＜参加費＞ 1 人 200 円
＜持ち物＞エプロン・三角巾・
ふきん

夏休み
親子きり絵教室

８月２日㈮
午前9時30分
　　　　～11時30分

中央公民館 中野きりえの会
のみなさん

＜定員＞ 30 名＜受講料＞無料
＜持ち物＞なし
＜申込み＞ 7 月８日㈪から

公民館塾
（内容）化石レプリカ
作り・アフリカのお話・
カレー作り・レクレー
ション・お金について

8月8日㈭・9日㈮
（２日間）
８日 ９時30分集合、
16時30分解散
９日 ９時30分集合、
14時40分解散

中央公民館
中条村
歴史民俗資料館
信州新町
化石博物館

信州大学教育学部 
　教授 阿久津昌三
北信レクリエーション協会
　　　　春原輝明
関東財務局長野財務事務所
中条村歴史民俗資料館職員
信州新町化石博物館職員

＜定員＞30名
＜参加費＞1,000円
＜対象＞市内小学生（３年生以上）
＜申込み＞7月1日㈪から
＜その他＞詳細は申込者に後日
お知らせします。

公民館ギャラリー　書道展　墨雲会・小筆書道の会

夏は公民館へ行こう！

　平成26年度の成人式は、平成26年５月４日（みどりの日）
に中野市市民会館を会場に開催する予定です。
　対象者は平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方です。

成人式のお知らせ

平成25年度 成人式実行委員のみなさん  お疲れ様でした！

平成26年度

　一生に一度の想い出に残る成人式を自分
たちの手でプロデュースしてみませんか。
対　象　11月から月１回程度、平日夜の会
　　　　議に出席可能な方。
内　容　中野市公民館と協力し、成人式の
　　　　企画運営や当日の受付、進行など
　　　　に従事していただきます。
申込み　７月１日（月）から
問合せ　中央公民館　☎22-2691

成人式実行委員募集

北
　
部
　
公
　
民
　
館

防衛講話
（演題）陸上自衛隊の現状
（内容）自衛隊の現状、安
全保障、東日本大震災で
の活動等について

7月23日㈫
午後1時30分～
　　　　2時30分

北部公民館
防衛省自衛隊
長野地域事務所
所長　内堀　広

＜定員＞30名
＜参加費＞無料

夏
休
み
子
ど
も
教
室

原始人に挑戦 !
（内容）石器作り・
石器を使ってカレ
ー作り

7月30日㈫・31日㈬
（2日間）
30日 8時集合、13時
30分解散
31日  9時45分集合、
13時45分解散

（会場）野尻
湖ナウマン
ゾウ博物館・
北部公民館

（集合場所）
北部公民館

野尻湖ナウマン
ゾウ博物館
学芸員

＜定員＞20名
＜対象＞小学生（保護者の参加も可）
＜参加費＞500円
＜持ち物＞
30日（お弁当、おやつ、飲み物、タオル）
31日（飲み物、タオル）

花あそび教室
～いけばな体験～

8月6日㈫
午前10時～正午 北部公民館 北部華道会の

みなさん

＜定員＞20名
＜対象＞小中学生（保護者の参加も可）
＜参加費＞500円
＜持ち物＞花びん又は花器・剪
定ばさみ又はハサミ・剣山
※無い方にはお貸しします
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講　座　名 日　時 場所 講　師 備　　　考

西
　
　
部
　
　
公
　
　
民
　
　
館

夏
休
み
子
ど
も
教
室

シャドー
ボックス講座

【不思議な飛び出
す切り絵】

７月31日㈬
午前9時30分～正午
〈対象〉小学１年生
から６年生
〈定員〉20名

西部公民館 湯本千絵 先生

＜教材費＞700円
＜持ち物＞はさみ、モデラー（無い
方はティースプーン）
※３年生以下は保護者同伴でお願
いします。

実
み

木
き

草
く さ

くらふと講座
【人気キャラクター
を作ろう】

８月２日㈮　
午前9時30分～正午
〈対象〉小学１年生
から６年生
〈定員〉20名

西部公民館 石塚  　薫 先生

＜教材費＞300円
＜持ち物＞はさみ
※３年生以下は保護者同伴でお願
いします。

親子で木の車
とアクセサリー
を作ろう！

【寄木でできた木の
車とアクセサリー
を作ります。】

８月３日(土)
午前9時30分～
　　　　午後３時
〈対象〉小学１年生
から６年生
〈定員〉15名

西部公民館 take-g toy’s
中川岳二先生

＜教材費＞500円
＜持ち物＞なし
（終わった人から終了となりま
す。お昼休憩あり。お弁当を食
べる場所もあります。）
※保護者同伴でお願いします。
糸のこぎりを使います。

走り方教室
（低学年）
【運動会に向けて
速く走れるように
なろう】

８月９日㈮
午前9時30分～11時
30分
〈対象〉小学１年生
から３年生
〈定員〉30名

西部公民館 髙木     学 先生

＜参加費＞無料
＜持ち物＞体育館用上履き、運
動のしやすい服装、タオル、水
分補給用の飲み物
※保護者同伴でお願いします。

ロボットカー
工作講座

【光センサーでラ
イントの上を走る
車を作ります。】

８月11日㈰
午前9時30分～正午
〈対象〉小学１年生
から６年生
〈定員〉15名

西部公民館 DC60Hz の
みなさん

＜教材費＞970円
＜持ち物＞なし
※保護者同伴でお願いします。
はんだ付けがあります。

豊
　
　
田
　
　
公
　
　
民
　
　
館

チ
ャ
レ
ン
ジ
子
ど
も
教
室

生きる力を育む
ふるさと自然
体験
～野鳥の観察～

７月27日㈯
午前７時～正午

豊田公民館
集合 出

いで

野
の

 富
とみなが

永 先生

＜定員＞20名＜受講料＞無料
＜内容＞鳥の野外観察
＜対象者＞市内小中学生と保護
者
＜ 持 ち 物 ＞ お に ぎ り 、 水 筒 、
（持っている人は、図鑑、双眼
鏡、イラスト帳など）
＜申込み＞７月22日㈪まで

～親子で体験、
　郷土の伝統食～
あちゃま！美味しい
おやきづくり
体験

７月28日㈰
午後１時30分～４時

中野市豊田
農産物加工
施設

（ 道 の 駅 ふ
るさと豊 田
隣り）

豊田農産物加工
施設利用組合お
やき部のみなさ
ん

＜定員＞10組
＜材料費＞ひとり500円
＜対象者＞市内小中学生と保護
者
＜持ち物＞エプロン、三角巾、
マスク、うわばき、タッパー（持ち帰
り用）
＜申込み＞７月24日㈬まで

生きる力を育む
ふるさと
　　自然体験
～天体望遠鏡で
　星空を見よう～

８月10日㈯
午後８時～10時
※予備日（10日に星の
観察ができない場合）
８月11日㈰
午後８時～10時

豊田公民館 信州中野天文同
好会のみなさん

＜定員＞20組＜受講料＞無料
＜内容＞天体望遠鏡で星の観察
＜対象者＞どなたでも（中学生
以下の方は保護者同伴）
＜申込み＞８月５日㈪まで

今月の伝言板
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6
月
4
日
か
ら
始
ま
っ
た
豊
田
公
民
館
の
和
太

鼓
教
室
に
参
加
さ
れ
て
い
る
保
坂
八
重
子
さ
ん
。

和
太
鼓
を
始
め
て
４
年
目
、
教
室
へ
は
昨
年
に
続

い
て
の
参
加
で
す
。
「
力
い
っ
ぱ
い
大
太
鼓
に
打

ち
込
む
気
持
ち
よ
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
太
鼓
を
基

本
か
ら
学
べ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
」

個
人
練
習
も
熱
心
で
、
時
に
は
野
外
で
高
社
山

を
バ
ッ
ク

に
練
習
す

る
こ
と
も
。
豊
田

も
み
じ
太
鼓
の
メ

ン
バ
ー
に
も
な
り
、

「
グ
ル
ー
プ
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

さ
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
小

坂
さ
ん
。
練
習
の

成
果
を
ま
た
発
表

会
で
見
せ
て
く
だ

さ
い
。

花と季節の写真募集
　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の
名

前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

中野市芸能祭

都忘れ／柳沢（小林幸成）

蜜を吸う／新井（月岡尚雄)

タニウツギ／親川(鼓童空海)

A.K

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
／
替
佐
（
宮
澤　

聰
）


